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ＥＮＥＯＳ スーパー耐久シリーズ 2024
Empowered by BRIDGESTONE
第６戦　スーパー耐久レース in 岡山

2024 年 10 月 26 日（土）〜 10 月 27 日（日）
岡山国際サーキット（岡山県）

　2024 年のスーパー耐久シリー
ズは、鈴鹿サーキットで行われた
第 5 戦から約１ヶ月のインターバ
ルを経て、岡山県の岡山国際サー
キットで第 6 戦を迎えた。今回は
コース長からふたつにグループを
分けた３時間レースで争われる。
　 そ ん な 一 戦 だ が、ROOKIE 
Racing は ORC ROOKIE GR86 
CNF concept が“お休み”とな
り、２台体制で臨むことになっ
た。ランキング首位奪還へ向け重
要なラウンドとなる中升 ROOKIE 
AMG GT3 と と も に、ST-Q ク
ラ ス に は 第 5 戦 鈴 鹿 に 続 い て
ORC ROOKIE GR Yaris DAT 
concept がエントリーすること
になった。

　ORC ROOKIE GR Yaris DAT 
concept にとっては連戦ではあ
るが、もちろんただ単に同じ車両
のまま臨むわけではない。鈴鹿で
は、SFA 工法を採用したロール
ケージで大幅に車両剛性はアップ
したが、第 6 戦岡山ではセット
アップのアジャストを行い、乗り
やすさを向上させた。
　また、モリゾウの想いに共感し
た生産技術が盛り込まれ、超開繊
CFRP を使ったリヤウイングを採
用。150g の軽量化を果たした。
またサイドミラー周辺の空力効率
アップを目指し、インクリメント
工法で作り出したサメ肌をミラー
に貼り付け、Cd 値を低減、最高
速度を 1km/h アップさせた。

　また今回はドライバーも変更。
ORC ROOKIE GR Yaris DAT 
concept には豊田大輔が加わり、
石浦宏明は監督に専念。また中升

ROOKIE AMG GT3 も片岡龍也
が監督に専念することになり、鵜
飼龍太／ジュリアーノ・アレジ／
蒲生尚弥の３人で臨んだ。

GR YARIS の進化が速さに結実。ST-X は２位で終える
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特別スポーツ走行／ STMO 専有走行

公式予選

　迎えた第 6 戦岡山のレースウ
イークは、曇り空のもと 10 月
24 日（木）午後１時 10 分から
行われた特別スポーツ走行 1 回目
からスタートした。前戦鈴鹿では
多くのトラブルに悩まされた ORC 
ROOKIE GR Yaris DAT concept
は、佐々木雅弘から走行をスター
トさせ、セットアップを確認。す
ぐにモリゾウに交代し、さらに
今 回 が ORC ROOKIE GR Yaris 
DAT concept 初ドライブとなっ
た豊田大輔に交代した。

　特別スポーツ走行、専有走行を
終え、迎えた 10 月 26 日（土）
の予選日は、午前 10 時 20 分か
ら行われた 30 分間のフリー走行
を経て、午後１時 40 分から公式
予選が行われた。
　ORC ROOKIE GR Yaris 
DAT concept は、まずは A ド
ラ イ バ ー 予 選 に モ リ ゾ ウ が 出
走。１分 42 秒 265 を記録し、
ST-2 車両に迫るタイムを記録す
る。続く B ドライバー予選では
大輔がアタック。「少し失敗して
しまいました」というものの、1

「GR86 とはかなりテイストが違
いますが、これはこれで楽しいで
すね。もう少し習熟しなければい
けませんが、新しい印象を受けて
います」と大輔は笑顔をみせた。
　午後３時 35 分からの走行２回
目も佐々木、モリゾウ、大輔、小
倉康宏と交代しながら周回。前戦
のトラブルが嘘のように好調なま
ま周回を重ねた。さらに、モリゾ
ウのラップタイムが速い。

「佐々木選手を除いたらモリゾウ選
手がいちばん速いんです」とその

走りを見守っていた石浦監督も驚
きの表情を浮かべていた。
　ORC ROOKIE GR Yaris DAT 
concept の好調は翌日も続いた。
佐々木の走行時間は確認程度でか
なり少なく、残りの時間を３人の
ドライバーでまわし、順調に２回
の専有走行を終えた。

「かなりドライブは慣れましたが、
一方で欲も出てきましたね」と
い う 大 輔 も、ORC ROOKIE GR 
Yaris DAT concept への習熟を
重ねることができた。

「DAT もすごく楽ですね。操作が
少ないほどプロとの差も少なくな
りますから。GR YARIS だけでな
く、他のクルマにも広まって欲し
いと思いますが、MT よりも速く
なるよう開発が進めばと思います」
と大輔は DAT についても語った。
　一方中升 ROOKIE AMG GT3
は、スケジュール上初日は蒲生と
片岡監督が不在で、鵜飼とアレジ
でドライブすることになった。
　今回はウエイトハンデも厳しい
状況ではあったが、木曜からセッ
トアップを続け、金曜に蒲生と片

岡監督が合流してから、セットアッ
プを加速させることができた。

「ふたりで初日から修正しながら臨
んでいましたが、最終的に蒲生選
手に確認してもらい、土曜日に向
けて間に合わせることができまし
た」というのは鵜飼。
　また片岡監督は「順調に進める
ことができていますし、走り出し
からバランスも良いです。今回ウ
エイトを 55kg も積んでいて、他
車は少ない状況なので不利ではあ
りますが、ペースも良い状況で試
すことができました」と語った。
　ウエイトを考えると厳しい状況
ではあるが、それでもタイムは全
体的に悪いものではない。手ごた
えを得て中升 ROOKIE AMG GT3
は専有走行を終え、２台がともに
充実した１日半を終えた。

分 41 秒 840 でこちらは ST-2
車両を１台上回り、合算タイムで
はグループ１の総合 31 番手につ
けてみせた。
　続く C ドライバー予選では、
佐々木が ST-2 車両を大きく上回
る１分 40 秒 098 を記録。最後
の D ドライバー予選では小倉康
宏が赤旗中断があるなか、きっち
りと１分 42 秒 606 を記録し予
選を締めくくった。
　そんな予選の最中、モリゾウが
イベント参加のため韓国に旅立
たつことになり、ORC ROOKIE 

10 月 24日（木）〜 10月 25日（金）　天候：曇り／晴れ　路面：ドライ

10月 26日（土）　天候：晴れ　路面：ドライ

GR Yaris DAT concept は決勝
を３人で戦うことになった。
　 一 方、 中 升 ROOKIE AMG 
GT3 は、A ドライバー予選で鵜
飼が１分 31 秒 667 を記録。「ウ
エイトを考えると悪くないアタッ
クができたと思います」と２番手
につける。続く B ドライバー予
選では僅差のなか、アレジが１分
30 秒 448 を記録し、合算でフ
ロントロウの２番手を獲得した。

「ポールのクルマはこれまで C ド
ライバーだった選手が A ドライ
バーとしてアタックしている状況

ですし、ウエイトを考えれば順調
な順位だと思います」と片岡監督
は語った。
　最後は C ドライバー予選で蒲
生が 1 分 32 秒 452 を記録。２
番手につけ、しっかりと公式予選
を締めくくった。



#32　決勝レース

　走行初日から順調そのもので、
４人のドライバーたちが周回を
伸ばしてきた ORC ROOKIE GR 
Yaris DAT concept。迎えた 10
月 27 日（日）の決勝日は、曇り
空のもと午後１時 40 分から３時
間の決勝レースを迎えた。
　順調ではあるとは言え、ただ単
に３時間を走りきるだけが ORC 
ROOKIE GR Yaris DAT concept
の目的ではない。

「ST-2 クラスの GR YARIS と戦
うつもりですし、ドライバー交代
の練習もしっかりと取り組んでき
ました。作戦も考え、最大の周回
数で走り切るよう準備をしていま
す」と石浦監督は今回のレースの
狙いを語った。
　そんなレースのスタートドライ
バーを務めたのは大輔。序盤から
ST-2 クラスの #7 ランサーを追
いつつ、後方からＡドライバーハ
ンディキャップを消化し近づいて
きた #225 GR YARIS を近づけ
ない走りを展開していった。
　ストレートスピードの面では
ST-2 のライバルたちが速く、な
かなか抜くまでには至らない。と
はいえ、そんななかでも大輔は
35 周を走りピットイン。ここで
小倉にステアリングを託した。

「楽しく走ることができました。四
駆の特性で曲がりにくいところが
あり、タイヤが良いときは速く走
ることができても、消耗してくる
と曲がりにくくなってくるので、
そのなかでうまくコントロールす
ることを意識していました」と大
輔は振り返った。

「ただ DAT はシフト操作がないの
で、長く走れば走るほど負担が少
なく感じましたね。そういう新た
なレースの楽しみ方を感じたと思
います」
　小倉に交代し、快調なエキゾー
ストノートを残し ORC ROOKIE 
GR Yaris DAT concept はレース
中盤に向けて走行を開始していく
が、その直後、思わぬトラブルが
襲いかかった。なんと、シートベ
ルトの左肩のハーネスがしっかり
とはまっていなかったのだ。当然
安全に関わるものでもあるが、ペ
ナルティの対象にもなる。しっか
りと付け直す必要があったのだ。
　修復には通常のピット作業ほど
の時間を要してしまったが、その
後小倉はふたたびコースに戻る。
ただ今度は、コース上に少しずつ
雨が降りはじめてしまった。ジェ
ントルマンドライバーである小倉
にとっては少し厳しい状況だ。

「あまり雨が降る状況ではテストし
ていませんでしたが、DAT との相
性でどうブレーキを踏んだら良い
かなどは少し苦戦しましたね。自
分の思いどおりになるか、ロスな
く走るのにはどうすれば良いかが
難しかったです」と小倉。

「でもやっぱりDATは良いですよ。
もちろん MT の良さはありますが、
年配になられてからレースをやり
たい方には、とても良いと思って
います」
　小倉は 20 周の自らのスティン
トを終えて再度ピットに戻ると、
佐々木に交代する。ここからは長
丁場で、緊急ピットインを行った
分 ST-2 クラス車両とは１周近い
差がついてしまったが、佐々木は
これを上回るペースをみせた。

「クルマは進化していますし、予選
でも MT の GR YARIS に勝つこ
とができました。また決勝ペース
でも勝つことができました。四駆、
DAT の精度、ボディの良さを高い
次元でマッチングさせることがで
きたと思います」と佐々木は快調
なペースでラップダウンを解消せ
んばかりの速さをみせると、最後
は 100 周に到達。ST-2 とは１周
差ついたが、十分に速さをみせて
チェッカーを受けた。

「１回分ピットが多くなってしまい
ましたが、それがなければ ST-2
と戦えていたと思います。ただ、
もし ST-2 クラスと戦うとなれば、
今回のことはミスでもあるので
レーシングチームとしてこういっ
たところは改善が必要だと感じま
した」と石浦監督は振り返った。

「佐々木選手のペースも速かったで
すし、DAT のメリットはみせられ
たのではないでしょうか」
　速さはみせた。しかし佐々木も
石浦監督も新たな気づきも得たと
いう。新たな次元に到達した ORC 
ROOKIE GR Yaris DAT concept
は、さらなる改善に向け、ふたた
びレースを戦う日を待つ。

10 月 27日（日）　天候：曇り／雨　路面：ドライ〜ウエット



#1　決勝レース

　フロントロウを獲得し、決勝に
向け好位置につけることになった
中升 ROOKIE AMG GT3。ただ
迎えた 10 月 27 日（日）の決勝
日、岡山国際サーキットは曇り空
だったものの、夕方には雨の天気
予報も出ていた。そんな決勝レー
スに向け、チームは戦略を熟慮。
まだ路面が乾いているスタートの
ドライバーに鵜飼を据え午後１時
30 分からのレースに臨んだ。
　今回６台が参戦していた ST-X
クラスは、６台中３台がＡドライ
バーをスタートに据えていたが、
鵜飼はそんななか序盤から３番手
をキープ。プロが乗る #31 RC 
F、#81 GT-R を追った。

　７周目に入る頃にはラップダウ
ンも出はじめたが、そんななか後
方からは１周目にＡドライバーハ
ンディキャップのドライブスルー
を消化した #33 メルセデスが急
接近。鵜飼も抵抗したが先行を
許してしまう。前日、片岡監督
は #33 メルセデスのハンディは

「少なすぎるのではないか」と危
機感を抱いていたが、そんな心配
が的中してしまった。
　ただ、その後鵜飼は大きくラッ
プタイムを落とすことなく、規定
の１時間のスティントをこなす
と、37 周を走りピットイン。ジュ
リアーノ・アレジに交代する。

「僕としては慎重に走りプロに繋
げなければということを考えてい
ましたが、タイヤを温めきれず、
難しさを感じました。またウエイ
トの重さがあり、ラップダウンを
かわす際のロスが大きかったです
ね。とはいえ、それなりのペース
でプロに渡すことができて良かっ
たです」と鵜飼はスティントを振
り返った。
　アレジに交代した後のレース中
盤、サーキットには雨が降り出し、
コースはスリッピーな状況となっ
てしまう。ただそんななか、アレ
ジは滑りやすい路面でしっかりと

コントロール。38 周を走り、最
終スティントを蒲生に託した。

「長いレースだし、あまりリスク
をとるべきじゃないと思って、ト
リッキーなコンディションのなか
ではそこまで無理をする必要はな
いと思っていたんだ」とアレジは
語った。

「でも、最後までプッシュはした
し、前とのギャップを縮めること
ができたので、ウエイトハンデを
考えると悪くないスティントだっ
たんじゃないかな」
　蒲生のスティントでは少しずつ
雨も止みはじめ、コンディション
はふたたびドライに。蒲生は、前
を走っていた #33 メルセデスを
追った。
　ただ、序盤コース上で遭遇した
鵜飼が「いくらプロが乗っていた
としてもストレートが速すぎまし
たよ」と驚いたように、この週末
の #33 メルセデスの速さは図抜
けたものだった。

「レースを通じて #33 メルセデ
スは速かったです。路面温度が下
がっているなかだったので走りや
すさはありましたが、#33 メル
セデスに負けないように最終戦は
もっとペースを上げたいです」と
蒲生はスティントを振り返った。

　レース終盤にはダブルヘアピ
ンでアクシデントも発生したが、
これはセーフティカーランとは
ならず、フルコースイエローの
まま処理されることに。蒲生を
もってしても最後までその差を縮
めきるチャンスは訪れず、中升
ROOKIE AMG GT3 は２位で第
６戦岡山のチェッカーを受けるこ
とになった。
　この結果、#33 メルセデスが
中升 ROOKIE AMG GT3 をラン
キングで逆転することになった。
ただ、その差は僅差だ。

「今回のレースは、各車の実力ど
おりのレースになりましたね。
#33 メルセデスの速さはドライ
バーハンディキャップだけでは足
りないと思いましたが、そのとお
りになってしまいました（苦笑）。
ただやれることはやった結果なの
で。最終戦のタイトル争いは混沌
としてしますが、なんとか勝って
決めたいです」と片岡監督はレー
スを振り返った。
　泣いても笑ってもあと１レー
ス。次回は片岡監督もドライバー
として復帰する。中升 ROOKIE 
AMG GT3 は２年連続チャンピ
オンを目指し、ホームコースの富
士で全力を尽くしていく。

10 月 27日（日）　天候：曇り／雨　路面：ドライ〜ウエット



2024 年第６戦岡山　リザルト（TOP5）

Pos.	 No.	 Car Name			   Best Time

1	 32	 ORC ROOKIE GR Yaris DAT concept	 1’40.792
2	 271	 Honda CIVIC TYPE R CNF-R	 	 1’41.266

Pos.	 No.	 Car Name			   Best Time

1	 271	 Honda CIVIC TYPE R CNF-R	 	 1’39.299
2	 32	 ORC ROOKIE GR Yaris DAT concept	 1’41.155

Pos.	 No.	 Car Name			   Best Time

1	 81	 DAISHIN GT-R GT3	 	 	 1’31.673
2	 30	 Handwork Challenge SPK GT-R	 	 1’32.341
3	 23	 TKRI 松永建設AMG GT3	 	 1’32.381
4	 1	 中升 ROOKIE AMG GT3	 	 1’32.587
5	 33	 Craft-Bamboo Racing Mercedes-AMG GT3	 1’32.669

Pos.	 No.	 Car Name			   Total Time

1	 271	 Honda CIVIC TYPE R CNF-R	 	 3’18.842
2	 32	 ORC ROOKIE GR Yaris DAT concept	 3’24.105

Pos.	 No.	 Car Name			   Total Time

1	 33	 Craft-Bamboo Racing Mercedes-AMG GT3	 3’00.534
2	 1	 中升 ROOKIE AMG GT3	 	 3’02.115
3	 31	 DENSO LEXUS RC F GT3	 	 3’02.247
4	 23	 TKRI 松永建設AMG GT3	 	 3’02.650
5	 30	 Handwork Challenge SPK GT-R	 	 3’02.933

Pos.	 No.	 Car Name			   Best Time

1	 1	 中升 ROOKIE AMG GT3	 	 1’31.038
2	 23	 TKRI 松永建設AMG GT3	 	 1’31.607
3	 33	 Craft-Bamboo Racing Mercedes-AMG GT3	 1’32.037
4	 31	 DENSO LEXUS RC F GT3	 	 1’32.256
5	 81	 DAISHIN GT-R GT3	 	 	 1’32.415

Pos.	 No.	 Car Name			   Best Time

3	 32	 ORC ROOKIE GR Yaris DAT Concept	 1’42.606
5	 61	 SUBARU HighPerformanceX Future Concept	 1’43.747

Pos.	 No.	 Car Name			   Best Time

1	 32	 ORC ROOKIE GR Yaris DAT concept	 1’41.084
2	 271	 Honda CIVIC TYPE R CNF-R	 	 1’42.110

Pos.	 No.	 Car Name			   Best Time

1	 23	 TKRI 松永建設AMG GT3	 	 1’31.487
2	 81	 DAISHIN GT-R GT3	 	 	 1’31.491
3	 33	 Craft-Bamboo Racing Mercedes-AMG GT3	 1’31.586
4	 30	 Handwork Challenge SPK GT-R	 	 1’31.691
5	 1	 中升 ROOKIE AMG GT3	 	 1’31.823

Pos.	 No.	 Car Name			   Best Time

1	 32	 ORC ROOKIE GR Yaris DAT concept	 1’40.098

Pos.	 No.	 Car Name			   Best Time

1	 33	 Craft-Bamboo Racing Mercedes-AMG GT3	 1’30.718
2	 1	 中升 ROOKIE AMG GT3	 	 1’32.452
3	 31	 DENSO LEXUS RC F GT3	 	 1’32.561
4	 23	 TKRI 松永建設AMG GT3	 	 1’32.874
5	 30	 Handwork Challenge SPK GT-R	 	 1’33.186

10 月 25 日　スーパー耐久 STMO 専有走行１回目 Gr.1 （ST-Q）

10 月 25 日　スーパー耐久 STMO 専有走行２回目 Gr.1 （ST-Q）

10 月 25 日　スーパー耐久 STMO 専有走行１回目 Gr.1 （ST-X）

10 月 26 日　スーパー耐久 公式予選 Gr.1（ST-Q） 10 月 26 日　スーパー耐久 公式予選 Gr.1（ST-X）

10 月 26 日　スーパー耐久 フリー走行 Gr.1（ST-X）

10 月 26 日　スーパー耐久 公式予選 D ドライバー（ST-Q）

10 月 26 日　スーパー耐久 フリー走行 Gr.1（ST-Q）

10 月 25 日　スーパー耐久 STMO 専有走行２回目 Gr.1（ST-X）

10 月 26 日　スーパー耐久 公式予選 C ドライバー Gr.1（ST-Q） 10 月 26 日　スーパー耐久 公式予選 C ドライバー Gr.1（ST-X）



Pos.	 No.	 Car Name				    Laps	 Time		        Gap	

1	 32	 ORC ROOKIE GR Yaris DAT concept	 100	 3h01’11.646	

2	 271	 Honda CIVIC TYPE R CNF-R	 	 38	 2h43’02.173	 62 Laps

Pos.	 No.	 Car Name				    Laps	 Time		   Gap

1	 33	 Craft-Bamboo Racing Mercedes-AMG GT3	 111	 3h01’00.900	

2	 1	 中升 ROOKIE AMG GT3	 	 111	 3h01’11.592	 10.692

3	 31	 DENSO LEXUS RC F GT3	 	 111	 3h01’33.576	 32.676

4	 23	 TKRI 松永建設AMG GT3	 	 111	 3h02’08.773	 1’07.873

5	 81	 DAISHIN GT-R GT3	 	 	 109	 3h01’34.240	 2 Laps

	 	 	 	

	 30	 Handwork Challenge SPK GT-R	 	 105	 2h51’51.730	 6 Laps

10 月 27 日　スーパー耐久第６戦岡山　Gr.1 決勝レース結果（ST-Q）

10 月 27 日　スーパー耐久第６戦岡山　Gr.1 決勝レース結果（ST-X）

2024 年第６戦岡山　リザルト



ROOKIE Racing の活動は、多くの皆さまのご協力によって支えられています


